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対して交付する書面（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。

第35期定時株主総会の招集に際しての
電子提供措置事項

株式会社アクセスグループ・ホールディングス
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連結注記表

連結注記表

１. 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
１　連結の範囲に関する事項

　すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数　２社
連結子会社の名称

㈱アクセスプログレス
㈱アクセスネクステージ

２　持分法の適用に関する事項
　該当事項はありません。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４　会計方針に関する事項
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
　時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）に
よっております。

②　棚卸資産
ａ　商品

　移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)を採用し
ております。

ｂ　仕掛品
　個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
によっております。

ｃ　貯蔵品
　最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によ
っております。
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（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法
①　有形固定資産

　定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除
く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用してお
ります。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ８年から50年
工具、器具及び備品 ５年から15年

②　無形固定資産
　定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能
期間（５年間）に基づく定額法によっております。

（３）重要な繰延資産の処理方法
社債発行費
　償還までの期間にわたり定額法により償却しております。

（４）重要な引当金の計上基準
貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（５）退職給付に係る会計処理の方法
　当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己
都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

（６）その他連結計算書類作成のための重要な事項
重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及
び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下の通りであります。

　プロモーション支援事業、採用支援事業及び教育機関支援事業において、主に、顧客からの受注
に基づき委託された業務を履行する義務を負っていることから、契約した委託業務が完了した時点
で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。また、主に、プロモーション支援事
業におけるwebプロモーション向けシステム、教育機関支援事業における教育機関向けシステムの
保守においては、契約期間にわたりサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義
務が充足されると判断し、当該契約期間で案分して収益を認識しております。なお、取引の対価は
履行義務を充足してから主として、1年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりませ
ん。

― 2 ―



2024/05/30 11:37:40 / 24095228_株式会社アクセスグループ・ホールディングス_招集通知

連結注記表

現金及び預金 100,000千円
計 100,000千円

２. 会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３. 追加情報
該当事項はありません。

４. 連結貸借対照表に関する注記
１　担保に供している資産及び担保に係る債務

（１）担保に供している資産

（２）担保に係る債務
　該当事項はありません。

２　有形固定資産の減価償却累計額 244,527千円
　　（注）減価償却累計額には減損損失累計額を含んでおります。
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株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式（株） 1,219,800 215,500 ー 1,435,300

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式（株） 6,385 ー ー 6,385

決議（予定） 株式の
種類

配当金の
総額 配当の原資 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

2023年
6月28日
定時株主総会

普通株式 14,560千円 資本剰余金 12円 2023年
3月31日

2023年
6月29日

決議（予定） 株式の
種類

配当金の
総額 配当の原資 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

2024年
6月26日
定時株主総会

普通株式 21,433千円 資本剰余金 15円 2024年
3月31日

2024年
6月27日

５. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
１　発行済株式に関する事項

（１）当連結会計年度の発行済株式の種類及び総数

（注）新株予約権の行使及び新株の発行による増加であります。

（２）自己株式に関する事項

２　配当に関する事項
（１）配当金支払額

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
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６. 金融商品に関する注記
１　金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については安全性の高い預金等に限定し、資金調達は主に事業計画に照
らして、銀行等金融機関からの借入によっております。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。投
資有価証券は、主に同業関連の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。差入保証金
は、主に事業所を賃借する際の支出及び営業保証金であり、預入先の信用リスクに晒されておりま
す。
　営業債務である買掛金、未払法人税等は、１年以内の支払期日のものであります。借入金は、主に
運転資金及び設備投資資金に必要な資金の調達を目的としたものであります。変動金利の借入金は、
金利の変動リスクに晒されております。

（３）金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、与信管理規程に従い、新規取引先等の審査を行っており、営業債権について
は、取引先ごとに期日及び残高の管理を行っております。また、連結子会社において主要な取引先
の状況を定期的にモニタリングすることにより、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や
軽減を図っております。
　差入保証金については、定期的に残高の管理や契約先の財政状態などの把握を行い、回収懸念な
どの早期把握と信用リスクの低減を行っております。
　連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額
により表わされております。

②　市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、
取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理
　当社は、連結子会社からの報告に基づき財務企画部が適時に資金繰り計画を作成・更新し、収支
の状況に応じた手元流動性を確保することにより、流動性リスクを管理しております。また、当社
グループでは、資金余剰の連結子会社から資金を預かり、資金不足の連結子会社へ貸し出しするグ
ループファイナンスを行い、資金の集中管理を強化しております。
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連結貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

(1) 投資有価証券 21,084 21,084 ―
(2) 差入保証金 137,961 127,317 △10,644

資産計 159,046 148,401 △10,644
(3) 社債 200,000 200,000 －
(4) 長期借入金 160,457 159,925 △531

負債計 360,457 359,925 △531

区分 金額
差入保証金 15,576

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された
価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条
件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

２　金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、市場価格の
ない株式、出資金、その他これらに準ずる金融商品は、次表には含めておりません（（注）を参照くださ
い。）。「現金及び預金」、「電子記録債権」、「買掛金」、「短期借入金」、「未払法人税等」は現金
であること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略して
おります。

（注）市場価格のない株式等は、上表には含めておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以
下のとおりです。

(単位：千円)

　契約期間及び契約更新等の期間を合理的に算定することが困難な差入保証金については時価を把握する
ことが困難と認められるため、（2）差入保証金には含めておりません。

３　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該
時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の
算定に係るインプットを用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 21,084 ― ― 21,084

資産計 21,084 ― ― 21,084

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

差入保証金 ― 127,317 ― 127,317

資産計 ― 127,317 ― 127,317

社債 ― 200,000 ― 200,000

長期借入金 ― 159,925 ― 159,925

負債計 ― 359,925 ― 359,925

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（１）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（２）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
　取引所に上場されている銘柄は、当該取引相場を用いて評価しており、レベル１の時価に分類しており
ます。
差入保証金
　差入保証金の時価は、契約期間に基づいて算出した将来キャッシュ・フローを国債の利回りなど観察可
能なインプットを用いて割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
社債および長期借入金
　社債および長期借入金の時価は、元利金の合計額を同様の新規借り入れを行った場合に想定される利率
で割り引いて算定する方法により一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額と満期までの期間及び信用
リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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プロモーション
支援事業 採用支援事業 教育機関支援事業 計

一定期間にわたって
移転される財又はサ
ービス

6,300 ― 4,288 10,588

一時点で移転される
財又はサービス 1,109,648 1,352,458 979,490 3,441,597

外部顧客への売上高 1,115,948 1,352,458 983,779 3,452,186

７. 収益認識に関する注記
１　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

２　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　「１連結計算書類作成のための基本となる重要な事項　４会計方針に関する事項（６）その他連結計算書
類作成のための重要な事項　重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す
る情報

① 契約負債の残高
　当社及び連結子会社の契約負債については、残高に重要性が乏しく、重要な変動も発生していないた
め、記載を省略しております。

② 残存履行義務に配分した取引価格
　当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間
が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。また、顧客
との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

８. １株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産 597円44銭
（２）１株当たり当期純利益 94円84銭
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９. 重要な後発事象に関する注記
資本金及び資本準備金の額の減少について

　2023年5月15日開催の取締役会において、資本金および資本準備金の額の減少を2024年６月26日に開
催予定の第35回定時株主総会に付議することを決議いたしました。

１.資本金及び資本準備金の額の減少の目的
　当社は、売上・利益及び企業価値の持続可能な成長を実現するため、事業規模に応じた適切な税制の適用
を通じて財務内容の健全性を維持し、今後の資本政策の柔軟性及び機動性の確保することを目的として、会
社法第447条第１項および会社法第448条第１項の規定に基づき、資本金および資本準備金の額の減少を行
うものであります。

２.資本金の額の減少の要領
（１）減少すべき資本金の額
　資本金の額201,582,850円のうち、151,582,850円減少して、50,000,000円といたします。

（２）資本金の額の減少の方法
　会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の額の減少を上記のとおりに行った上で、減少する資本金
の全額をその他資本剰余金に振り替えます。

３.資本準備金の額の減少の要領
（１）減少すべき資本準備金の額
　資本準備金の額456,303,093円のうち、306,303,093円減少して、150,000,000円といたします。

（２）資本準備金の額の減少の方法
　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額の減少を上記のとおり行った上で、減少する資本
準備金の全額をその他資本剰余金に振り替えます。

４.欠損填補
　この資本金および資本準備金の額の減少の効力が発生することを条件として、当社の欠損の填補に充てる
ことを目的として、下記のとおり剰余金を処分します。
（１）減少する剰余金の項目及び金額
　　その他資本剰余金　金205,867,549円
（２）増加する剰余金の項目及び金額
　　繰越利益剰余金　　金205,867,549円
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５． 資本金及び資本準備金の額の減少の日程（予定）
（１）取締役会決議　　　　　　　2024年５月15日
（２）株主総会決議日　　　　　　2024年６月26日
（３）債権者異議申述最終期日　　2024年７月29日
（４）減資の効力発生日　　　　　2024年８月１日

― 10 ―



2024/05/30 11:37:40 / 24095228_株式会社アクセスグループ・ホールディングス_招集通知

個別注記表

個別注記表

１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
１　有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式
　移動平均法による原価法によっております。

２　棚卸資産の評価基準及び評価方法
貯蔵品
　最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低価に基づく簿価切り下げの方法により算定）によって
おります。

３　固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産

　定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除
く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用してお
ります。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 15年から50年
工具、器具及び備品 ５年から15年

（２）無形固定資産
　定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によっております。

４　繰延資産の処理方法
社債発行費
　償還までの期間にわたり定額法により償却しております。

５　引当金の計上基準
（１）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。

（２）退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における期末自己都合要支給額を退職給付債務とす
る方法を用いた簡便法により計上しております。
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前事業年度
（2023年３月31日）

当事業年度
（2024年3月31日）

関係会社株式 134,402 千円 264,402 千円

関係会社長期貸付金 615,000 〃 365,000 〃

貸倒引当金 △141,562 〃 ― 〃

貸倒引当金戻入額 13,424 〃 141,562 〃

６　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
重要な収益及び費用の計上基準
　当社は、グループ会社への経営指導及び管理業務受託等の役務を提供しております。当該履行義務
は、役務が提供された時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

２. 会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３. 会計上の見積りに関する注記
(関係会社に対する投融資の評価)
（１）当事業年度の計算書類に計上した金額

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　非上場の子会社に対する投資等、市場価格のない株式は、当該株式の発行会社の財政状態の悪化によ
り実質価額が著しく低下したときには、回復可能性が十分な証拠によって裏付けられている場合を除い
て、評価損を認識します。また、融資について、債務者の財政状態等に応じて回収不能見込額を貸倒引
当金として計上しております。
　当事業年度において、当社の子会社である株式会社アクセスプログレス及び株式会社アクセスネクス
テージに対する投資の実質価額の評価及び融資の回収不能見込額の見積りにあたっては、当該子会社の
事業計画及び財政状態を考慮し、総合的に判断しておりますが、事業計画達成の予測は、将来の事業環
境の変化等により不確実性を伴い、実質価額の見積りに重要な影響を及ぼす可能性があります。
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現金及び預金 100,000千円
計 100,000千円

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式（株） 6,385 ― ― 6,385

４. 追加情報
該当事項はありません。

５. 貸借対照表に関する注記
１　担保に供している資産及び担保に係る債務
（１）担保に供している資産

（２）担保に係る債務
　該当事項はありません。

２　有形固定資産の減価償却累計額 162,004千円
（注）減価償却累計額には減損損失累計額を含んでおります。

３　関係会社に対する金銭債権債務
短期金銭債権 56,053千円
短期金銭債務 1,101千円
長期金銭債権 365,000千円

６. 損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業収益 574,292千円
営業費用 10,964千円
営業取引以外の取引による取引高 6,472千円

７. 株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式に関する事項
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繰延税金資産
繰越欠損金 51,981 千円
株式報酬制度 5,339 〃
減損損失 9,676 〃
退職給付引当金 1,839 〃
役員退職慰労引当金 34,508 〃
関係会社株式評価損 193,440 〃
関係会社株式 18,628 〃
資産除去債務 11,622 〃
事業再編に伴う関係会社株式簿価差額 46,606 〃
その他 261 〃
繰延税金資産小計 373,906 千円
評価性引当額 △373,906 〃
繰延税金資産合計 ―千円

８. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名称 所在地
資本金又
は出資金
（千円）

事業の内容
議決権等
の所有

（被所有）
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 ㈱アクセスプ
ログレス

東京都
渋谷区 80,000

プロモー
ション支
援事業

（所有）
直接100％

債務被保証
役員の兼任
資金の援助
役務の提供

金融機関等に
対する債務被
保証（注）１

488,337 － －

資金の貸付
（注）５ 120,000 貸付金 120,000

経営指導料
（注）２ 134,382

売掛金 17,877フォーラム使
用料（注）３ 32,208

事務所使用料
（注）４ 38,597

９. 関連当事者との取引に関する注記
１．子会社及び関連会社等
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種類 会社等の名称 所在地
資本金又
は出資金
（千円）

事業の内容
議決権等
の所有

（被所有）
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 ㈱アクセスネ
クステージ

東京都
渋谷区 100,000

採用支援事
業

教育機関支
援事業

（所有）
直接100％

債務被保証
役員の兼任
資金の援助
役務の提供

金融機関等に
対する債務被
保証（注）１

488,337 － －

資金の貸付
（注）５ 352,692 長期

貸付金 245,000

資金の貸付に
対する利息の
受取

4,787 未収
利息 －

経営指導料
（注）２ 243,912

売掛金 33,166

フォーラム使
用料（注）３ 62,208

事務所使用料
（注）４ 61,747

システム
利用料
（注）４

1,221

求人募集費用
（注）４ 8,400 － －
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取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．当社の銀行借入について債務保証を受けております。なお、保証料は支払っておりません。
（注）２．経営指導料については、グループ会社の経営指導に係る費用を勘案して決定しております。
（注）３. フォーラム使用料については、フォーラムに係る費用を勘案し一定の基準に基づき決定しておりま

す。
（注）４．事務所使用料及びシステム利用料については、市場価格等を勘案して、交渉の上決定しております。
（注）５．資金の貸付に係る利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

２．役員及び個人主要株主等
　該当事項はありません。

10. 収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表７．収益認識に関する注
記」において同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

11. １株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産 554円27銭
（２）１株当たり当期純利益 95円09銭

12. 重要な後発事象に関する注記
　「連結注記表９．重要な後発事象に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しており
ます。

― 17 ―


